
口

絵

解

説

天
保
卜
五
年
伊
賀
良
井
筋
の
井
番
定
板

伊
賀
良
■
は
飯
田
市
鼎
須
志
角
地
籍
で
飯
田
松
川
の
水
を
取
入
れ
、
北

方
、
Ｌ
下
殿
岡
、
菅
り
に
駄
科

・
長
野
原
を
う
る
お
し
、
時
又
で
天
竜
川

に
落
ち
る
延
長
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
当
地
方
最
大
の
丼
堰
で
あ
る
っ

大
小

一
四
ｔ
の
井
口
を
数
え
、
流
域
卜
か
村

・
数
百
町
歩
を
瀧
漑
す
る
飯

田
藩
下
郷

一
万
石
の
人
動
脈
で
あ
っ
た
。

井
の
維
持
管
理
は
受
益
■
か
村
の
共
同
管
理
で
あ
っ
た
。
藩
か
ら
毎
年

丼
守
給
米
　
俵
を
給
さ
れ
る
井
元
北
方
村
の
井
守
を
中
心
に
、
慶
長
卜
八

年

（
Ｉ
（
一
し

に
定
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
水
番
心
得
に
よ

っ
て
、
自
治

的
な
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
。
『伊
賀
良
村
史
一
所
載
の
ｉ
肝
卜
一
年

↓伊

賀
良
丼
水
番
心
得

一
に
よ
れ
ば
、
水
番
は
本
彼
岸
よ
り
秋
彼
岸
ま
で
、
鍬

・

鎌
を
持
参
し
て
二
人

一
組
で
見
廻
り
、
人
候
に
よ
る
水
の
掛
け
は
ず
し
、

小
破
損
は
そ
の
場
で
繕
い
、
人
破
損
は
ル
■
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
が
定

め
ら
れ
、
平
均
的
に
水
が
ゆ
き
わ
た
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
．
―
か

村
の
う
ち
、
長
野
原

・
桐
林

・
時
又
村
の
水
番
制
当
か
な
い
の
は
、
水
番

制
が
定
め
ら
れ
た
後
に
な
っ
て
、
十
損
時
に
余
水
の
使
用
を
認
め
た
い
き

さ
つ
か
ら
、
水
番
を
免
除
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
と
い
う
「
た
だ
、　
こ
の

水
番
に
剖
当
ら
れ
た
し
か
村
の
Ｌ
に
、
一
″
番

一　
拾
番
　
「
一
番
」
な
ど
と

記
さ
れ
た
番
数

の
意
味
は
、
同
村
史

で
も
不
明
の

一

こ
の
ほ
ど
、
飯
田
市
誌
編
纂
調
査
の
過
程
で
、
伊
賀
良
井
井
掛
丼
守

（現
在
新
井
和
夫
氏
）
宅
に
お
い
て
、
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
の
井
番

定
板
の
実
物
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
絵
写
真
に
見
る
よ
う
に
、

底
辺
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
横
に
細
長

い
台
形
の
松
の

一
枚
板
て
、
中
央
―二
部
に
掛
組
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
表

・

裏
の
朴
■
文
字
が
か
ろ
う
じ
て
読
み
と
れ
る
ば
か
り
に
風
化
し
、
古
色
斎

然
と
し
た
姿
に
丼
守
か
ら
丼
守

へ
と
引
き
継
か
れ
て
き
た
百
数
十
年
の
年

輪
が
感
じ
ら
れ
る
。

不
明
と
さ
れ
て
き
た
井
番
定
の
番
数
に
つ
い
て
は
、
松
沢
康
夫
氏

（飯

田
市
北
方
）
所
蔵
文
書
の
中
か
ら
、
駄
科
村
七
番
に
つ
い
て

「
内
壱
番

ハ

水
述

（
は
ず
し
）
二
引
　
，
嵩

う
記
述
を
発
見
し
、
こ
の
番
数
は
水
番
の

順
番
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
水
番
の
回
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
Ｌ
か
で
き
た
ぃ
こ
の
番
数
を
合
計
す
る
と
二
十
四
番
に
な
り
、

こ
れ
を
し
か
村
で
分
―――
し
合

っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
嘉
永
六
年

（
一
人
五
一
）
の

「
伊
侵
良
■
水
番
人
足
拍

一
（前
記
松
沢
文
書
）
に
よ
れ

ば
、
こ
の
年
の
水
番
日
数
の
合

‐――
は
一
卜
四
Ｈ
で
あ
る
こ
Ｌ
か

‐ら
、　
こ
の

番
数
は
水
番
＝
数
と
も
　
致
す
る
こ
Ｌ
が
判
明
し
た
。

こ
の
丼
番
定
板
を
手
に
し
な
か
ら
、
‐―‐
リー
時
代
初
期
の
時
長
卜
八
年
に

定
め
ら
れ
た
水
番
日
数
が
、
ネ
末
に
な
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
．

（飯
田
市
誌
編
集
委
員
　
今
牧
　
久
）

ア
（
二
一わ
一“
む
“
」く
０

近
世
中
期
信
州
飯
圏
町
の
人
口
動
態

―
野
原
文
書

一
八
世
紀
の
宗
門
改
帳
を
手
が
か
り
に
―

一
、
は
じ
め
に

近
世
の
飯
田
町
は
、
中
馬
な
ど
の
物
流
の
中
継
地
と
し
て
、
ま
た
飯

田
下
伊
那
地
方
の
政
治
経
済
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
町
に
関
係
す
る
史
料
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
飯
田
大
火
な
ど
た
び

重
な
る
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
そ
の
実
像
を
知
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
た
。
飯
田
町
の
人
口
に
つ
い
て
も

「
飯
田
小
史
」
や
平
沢
清
人
氏

が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
断
片
的
な
も
の
に
と
ど
ま

っ

て
い
る
。

平
成
八
年
五
月
、
飯
田
町
の
間
屋
を

つ
と
め
て
い
た
野
原
家
か
ら
下

伊
那
教
育
会
に
二
〇
〇
〇
点
余
の
文
書

（野
原
文
書
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。

野
原
文
書
は
、
近
世
の
飯
田
町
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
豪
商
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
料
で
あ
る
。
下
伊
那
教
育
会
歴
史
委
員
会
で
は
、
整
理
を
進
め
平

成
九
年
五
月

「
野
原
文
書
目
録
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿

で
は
、
野
原
文
書
の

一
割
余
を
し
め
る
宗
門
改
帳
を
手
が
か
り
に
、
江

一削
　

澤

健

戸
時
代
特
に

一
八
世
紀
の
飯
田
町
の
人
日
の
動
き
に
つ
い
て
そ
の
概
略

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、
野
原
家
に
つ
い
て

野
原
家
は
、
現
在
も
通
り
町
二
丁
目
で
商
家
を
営
ん
で
い
る
。
そ
の

起
源
は
、
織
田
信
長
の
長
男
、
織
田
信
忠
の
家
臣
仲
谷
勘
右
衛
門
が
本

能
寺
の
変
の
後
、
飯
田
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
野
原
仁
兵
衛
と
名

の
っ
た
の
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
仁
兵
衛
の
二
男
が

「
絹
半
」

の
初
代
半
二
郎
、
四
男
は

「綿
文
」
の
文
四
郎
と
い
っ
た
。
両
家
と
も

に
飯
田
町
の
町
役
人
を

つ
と
め
る
家
で
あ

っ
た
。

「綿
文
」
の
野
原
家
で
は
、

年

（
一
七
〇
四
）
九
月
二

一
日

通
り
町

一
丁
目
）、
池
熙
町

（通

咄
寄
雨
言
牌
０
映
繭
蒲
”
ざ
汁
耐
載
Ｓ
（
ヽ
。
Ｎ
寄
詰
球
＝
⑮
翠
騨
悦
針
尋
ざ
Ｌ
ン
市
難

．
日
前
＝
沈
（
嗅
ら
，
締
０
う
ｙ
ｓ
辮
ヽ
。
回
け
□
ゆ
国
珊
総

に,'

言[営軋
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松
尾
町

一
丁
目
、
同
二
丁
目
、
同
三
丁
目
、
大
横
町

（以
下
七
町
と
総

称
）
の
間
屋
役
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
家
業
と
し
て
、
綿
屋

・
酒
造

業

・
質
業
な
ど
を
営
み
、
次
第
に
富
裕
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
島

田
村

（松
尾
）
の
森
本
家
な
ど
と
と
も
に
、
飯
田
藩
御
用
達
と
し
て
藩

財
政
に
も
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、
天
明
期
か
ら
寛
政
期
に
活
躍
し
た
文
四
郎
は
、
巳
千
と
い
う

号
を
持

つ
俳
人
で
あ
り
、
そ
の
弟
の
蘭
二
も
江
戸
で
活
躍
し
た
俳
人
で

あ
っ
た
。
な
お
、
十
代
文
四
郎
は
、
昭
和
十
二
年
初
代
飯
田
市
長
に
就

任
し
て
い
る
。

三
、
野
原
文
書

の
特
徴

野
原
家
に
残
さ
れ
て
い
た
近
世
文
書
は
三
〇
〇
〇
点
余
に
の
ぼ
る
。

時
代
的
に
は
延
宝
年
間
か
ら
明
治
年
間
の
約
二
〇
〇
年
に
わ
た

っ
て
い

る
が
、
宝
永
年
間
か
ら
寛
政
年
間
ま
で
の

一
八
世
紀
の
も
の
が
多
く
を

し
め
て
い
る
。
内
容
的
に
み
る
と
、
次
の
五
種
類
に
大
別
で
き
る
。
①

役
用
記
、
宗
門
御
改
帳
な
ど
の
町
役
人

（問
屋
役
）
と
し
て
の
文
書
。
②

御
定
借
金
の
集
金
帳
を
は
じ
め
と
す
る
御
用
達
と
し
て
の
文
書
。
③
人

福
帳
、
醸
造
記
録
、
質
改
め
な
ど
の
家
業
に
関
す
る
文
書
。
④
法
事
記

録
、
婚
礼
記
録
な
ど
野
原
家
の
個
人
的
な
文
書
。
⑤
そ
の
他
の
文
書
。

図
②
は
、
野
原
文
書
を
年
代
と
上
記
の
種
別
を

一
〇
年
を
単
位
に
表

し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
野
原
文
書
の
点
数
は
、　
一
七

五
〇
年
代
以
降
急
激
に
増
加
し
、　
一
九
世
紀

（享
和
年
間
以
降
）
に
入

要
が
あ
る
。
こ
の
時
期
、
飯
田
町
の
間
屋
役
に
は
野
原
文
四
郎
に
代
わ

り
、
「
綿
半
」
野
原
半
二
郎
が
名
を
連
ね
て
お
り
、　
一
九
世
紀
初
頭
が

「
綿
文
」
野
原
家
の

一
つ
の
転
換
期
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

四
、
野
原
文
書
が
残
さ
れ
た
時
代
の
飯

田
町

こ
の
時
代
、
飯
田
町
は
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
物
流
の
中
心

地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
元
結

・
阿
島
傘
の
生
産
が
は
じ
ま
る
と

わ
か
る
。　
一
八
世
紀
後
半
の

文
書
数
の
激
増
を
数
量
的
に

く
わ
し
く
み
る
と
、
町
役
人

関
係
の
文
書
も
増
え
て
い
る

が
、
次
い
で
家
業
に
関
係
す

る
文
書
量
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
野
原
家
が

商
家
と
し
て
順
調
に
発
展
し

て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

（野
原
家
の

外
向
き
の
時
代
）
。
一
方
、
一

表① 18臓紀を中心とした飯田町関係略年表

飯田町を中心とするできごと

元結職人が来飯

野原文四郎問屋役となる

中馬宝永の栽許がおりる

未満水

在方往還筋の商売免許品と停」1品 を定

める

13町 と伝馬町の塩肴出入りの裁定が行

われる

飯田町と八幡町との間で売 71に ついて

金銭札の使用についての触れが日1る

柿・繭など領内売品に歩銭を課す

このころ阿島傘作られはじめる

大横町の山田屋新七が太平の開拓に着

手する

糸札と他国商人の札を定める

千人講をはじめる

千人講一揆がおこる

中馬が公認される (明和の栽許)

他国商人の茶・糸・蚕種の無札を取 り

締まる

糸運上を引き上げる

煙草・油問屋の新設を許可するが、す

ぐに撤回する

本町 1丁 目と他の橋南の12町 との間で

肴問屋を巡る争いがおきる

紙間屋を新設する

紙問屋騒動がおこる

元禄 7(1694)

宝永 1(1704)

宝永 3(1706)

正徳 5(1715)

享保 2(1717)

享保 3(1718)

享保13(1728)

享保15(1730)

享保16(1731)

元 文年 間

宝暦 4(1754)

宝暦12(1762)

明和 1(1764)

安永 2(1772)

安永 4(1774)

天明 1(1781)

文化 6(1809)

|

罐
る
と
激
減
し
て
い
る
こ
と
が

Ｍ脚畑れ以」は以鼎嘲跡　嘔・・̈
‐一に」‐」
［　」一一一・轟一

成
も
質
的
な
変
化
を
見
せ
て
　

ｍ
　
ｍ
　
ｍ
　
ｍ
　
ｍ
　
ｍ
　
　
　
′
ざ
ヽ

い
る
。
そ
れ
ま
で
文
書
の
多
く
を
占
め
て
い
た
町
役
人
、
家
業
関
係
の

文
書
に
代
わ
り
作
儀

・
法
亨
関
係
、
婚
礼
関
係
な
ど
野
原
家
の
個
人
的

な
文
書
が
多
く
な

「
て
い
る
ぃ
特
に

一
九
世
紀
初
頭
の
亨
和
か
ら
文
化

初
年
に
か
け
て
家
業
の
文
書
数
が
減

っ
て
い
る
の
が
日
に
つ
く
。
寛
政

末
年
の
書
簡
に
火
事
兄
＝
い
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
火
事
が
野

原
家
の
経
営
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
文
書
を
さ
ら
に
く
わ
し
く
検
ｌｉ、１
し
て
い
く
必

と
も
に
、
商
品
と
し
て
の
紙
漉
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た

の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。
特
に
明
和
の
裁
許
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
中

馬
に
よ
り
、
飯
田
町
を
経
由
す
る
物
流
の
最
も
増
え
て
い
っ
た
。
そ
れ

と
共
に
飯
田
町
と
在
郷
町
と
の
商
売
を
め
ぐ

っ
て
の
争
い
も
お
こ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
振
商

（ぼ
て
ふ
り
）
と
呼
ば
れ
る
店
を
構
え
な
い
商
人

の
活
躍
が
日
立

っ
て
く
る
の
も

一
八
世
紀
の
後
半
以
降
で
あ
る
。

飯
田
藩
で
は
、
年
表
に
あ
る
よ
う
に

一
八
世
紀
の
後
半
に
入
る
と
、
流 図② 年代別野原文書種別
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一
汁

キ

摯

●

通
経
済
の
発
展
を
藩
財
政
に
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
動
き
を
強
め

て
い
る
。
問
屋
の
開
設
、
運
上
や
歩
銭
の
課
税
が
そ
れ
で
あ
る
。
宝
暦

一

二
年
の
飯
田
藩
全
藩
を
ま
き
こ
ん
だ
千
人
講

一
揆
や
文
化
六
年
に
起
こ
っ

た
紙
問
屋
騒
動
も
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
宗
門
改
帳

に
現
れ
た
七
町
の
人

口
の
動
き

一
、
七
町
全
体
の
動
き

野
原
家
が
問
屋
役
を

つ
と
め
た
七
町
に
は
、

享
保
三
年

（
一
七

一
九
）

か
ら
寛
政
六
年

（
一
七

九
一し

ま
で
の
宗
門
改

帳
が
、
（途
中
欠
け
て
い

る
部
分
も
あ
る
が
）
残

さ
れ
て
い
る
。
宗
門
改

帳

に
は
、

明
和

二
年

金

七
六
五
）
ま
で
は
、

五
人
組

（家
持
Ｙ
燈
家
・

下
人
の
人
数
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
降

は
借
家
の
人
数
が
記
載

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
間
屋
の
野
原
家
か
ら
渡
さ
れ
た

一
五

一
枚
の
振
商
札
の
う
ち
、

六
六
枚

（全
体
の
四

二
％
）
が
借
家
人
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

経
済
活
動
の
発
展
に
伴
い
、
借
家
で
振
商
を
営
む
も
の
が
多
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
借
家
の
多
く
は
、
振
商
を
営
む
こ
と
を
目
的
に
流
入
し

て
き
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
個
々
の
町
の
人
口
の
動
き

宗
門
改
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
数
を
も
と
に
野

　

一　

・≧

原
家
が
問
屋
役
を
務
め
て
　
一

（
一

い」は制臓以魏琳滅娃　一　一〓

のと
お
り
と
な
る。　　
　　
一　
一ヽ

一贈

、
　

　

　

′■

も
の
が
図
⑤
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
人
口
が
増

加
し
た
町
と
減
少
し
て
い
る
町
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ａ
人
口
が
増
加
し
て
い
る
町

松
尾
町
二
丁
目
、
松
尾
町
三
丁
目
、
田
町
、
大
横

町
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
表
②
は
、
元
文
期

か
ら
明
和
初
年
ま
で
の
松
尾
町
二
丁
目
の
人
口
の
動

き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
松
尾
町
二

丁
目
で
は
家
持
と
下
人
の
人
数
は
、
ほ
と
ん
ど
増
加

し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
借
家
の
人
数
は
約

一
・
五

倍
に
な

っ
て
い
る
。
元
文
二
年
と
明
和
二
年
の
借
家

の
人
数
を
比
較
す
る
と
松
尾
町
三
丁
目
で
は
三
二
九

人
↓
三
二
九
人

（
一
一
〇
人
増
）
、
田
町
で
は
、
　
一

六

一
人
↓

一
八
五
人

（二
四
人
増
）、
大
横
町
で
は
、

一
八

一
人
↓
二
六
０
人

（七
九
人
増
）
と
い
ず
れ
も

借
家
の
人
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
町
の
人
口

増
は
、
倍
家
人
の
増
加
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
い
え

る
。
松
尾
町
二
丁
目
で
は
、
延
享
年
間
の
借
家
の
人

数
の
増
加
が
大
き
か
っ
た
が
、
他
の
町
で
は
宝
暦
年
間
に
入
っ
て
か
ら

増
加
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
町
で
は
、
下
人
の
人
数
が

こ
の
期
間
に
六
人
↓
三
八
人
と
増
加
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

②
人
口
が
減
少
し
て
い
る
町

（池
田
町
。
番
匠
町
を
中
心
に
）

Ａ
、
家
持
（五
人
組
）
が
多

い
町
―
番
匠
町

。
池
田
町
　
一　
一

Ｂ
、
借
家
が
多
い
町
―
松
　
一　
一

尾
町

一
Ｉ
日
ｏ
同
二
Ｉ
日
・

同
三
丁
目

ｏ
大
横
町

Ｃ
、
Ａ

・
Ｂ
の
中
間
の
町
　
一　
一　
一

―
田
町

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
町
に
つ
い
て
人
日
の

動
き
を
グ
ラ
フ
に
表
し
た

ニレ■↓ `～
｀
■γll

図③ 飯田町の人口の推移図⑤ 七町の人口の動き (元文3年の人日を100と して)

表② 元文3年～明和2年までの松尾町 2丁 目の人口 図④ 五人組 (家持)。下人・借家別人口の変化
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池
田
町
、
番
匠
町
、
松
尾
町

一
丁
目
が
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入
る
。
人
口
構
成
か
ら
み
る
と
池
田
町
、

番
匠
町
が
家
持
が
多
い
中
心
の
町
、
松
尾
町

一
丁
目

が
借
家
人
が
多
い
町
と
な
っ
て
い
る
。
表
③
は
元
文

期
か
ら
明
和
初
年
ま
で
の
番
匠
町
の
人
口
の
動
き
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
番
匠
町
で
は
元
文
期
～
宝
暦
初
年
ま

で
は
、
家
持

・
借
家

。
下
人
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
。
そ
の
後
増
加
に
転
じ
て
い
る
が
、
元
文
三
年
の

人
数
ま
で
は
回
復
し
て
は
い
な
い
。
池
田
町
で
も
同

様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
下
人
数
が

八
八
人
↓
三
六
人
と
半
数
以
下
に
な

っ
て
い
る
。
下

人
数
の
減
少
は
、
番
匠
町

・
池
田
町
の
人
口
の
動
き

を
み
る
と
き
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
七
町
の
下
人

数
に
し
め
る
こ
の
二
町
の
割
合
は
、
元
文
三
年
で
は
、

六
七
％
で
あ

っ
た
も
の
が
、
明
和
二
年
に
は
三
八
％

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
人
口
の
変
化
に
つ
い

て
は
、
番
匠
町

・
池
田
町
の
町
人
の
商
業
を
は
じ
め

と
す
る
家
業
の
経
営
形
態
の
変
化
が
背
景
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
家
族
構
成
な
ど
の
宗

門
改
帳
を
さ
ら
に
く
わ
し
く
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
」

Ч I

欠
落
し
て
い
る
。
同
時
期
の
飯
田
藩
全
体
の
欠
落
数
に
し
め
る
天
明
三
、

四
年
の
割
合
は
、
四
九
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
大
明
の
飢
饉
が
、

飯
田
町
に
お
い
て
も
人
口
減
と
い
う
形
で
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。

六
、
お
わ
り
に

江
戸
時
代
特
に

一
八
陛
紀
は
、
地
場
産
業
の
発
達
、
中
馬
の
公
認
な

ど
に
よ
っ
て
流
通
活
動
が
発
達
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
野
原
家
が
町
役
人
を
勤
め
て
い
た
飯
田
町
七
町
の
人
日
は
、

こ
の
時
期
全
般
に
わ
た
っ
て
微
増
傾
向
に
あ

っ
た
が
、
そ
の
大
き
な
要

因
は
借
家
人
の
増
加
で
あ

っ
た
。
特
に
宝
暦
期
以
降
借
家
の
人
目
が
増

加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
番
匠
町
、
池
田
町
な
ど
で
は
、
人
口
の
減
少
傾

下
伊
郡
の
和
算

四

こ
れ
迄
下
伊
那
の
和
算
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
、
残
さ
れ
た
算
額
や

和
算
書
な
ど
に
よ
っ
て
探
ろ
う
と
し
て
き
た
。
今
回
は
引
き
続
い
て
次

の
三
つ
の
史
料
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
光
前
寺
の
算
額

駒
ケ
根
市
赤
穂
の
光
前
寺
に
は
、
飯
島
保
長
の
業
績
を
た
た
え
て
上 表③ 元文 3年～明和 2年までの番匠町の人口

五
、
飯

田
町
全
体
の
人

口
の
動
き

こ
れ
ま
で
野
原
家
が
問
屋
役
を
務
め
て
い
た
七
町
の
人
口
に
つ
い
て

み
て
き
た
。
飯
田
町
全
体
で
の
人
口
に
関
し
て
は
、
宝
暦
二
年
、
安
永
八

年
、
同

一
〇
年
、
天
明
三
年
、
同
四
年
の
「拾
八
町
惣
人
数
目
録
」
の
控

え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
図
⑥
は
各
通
り
の
人
数
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

宝
暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
ご
く
限
ら
れ
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、

一
八
世
紀
の
後
半
に
飯
田
町
は
、
六
〇
〇
〇
人
に
近
い
人
数
が
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
伝

馬
町

・
桜
町
通
り
の
人

口
の
増
加
が
多
く
、
こ

の
時
期
、
町
と
し
て
は

後
発
の
こ
の
通
り
が
発

展
し
て
い
っ
た
こ
と
が

人
口
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。
天
明
三
年
か
ら

四
年
に
か
け
て
、
約
二

五
〇
人
の
人
数
が
減

っ

て
い
る
。
天
明
元
年

一

二
月
か
ら
同
七
年
八
月

に
か
け
て
、
飯
田
町
全

体
で
は
六
八
軒
の
家
が11

rl

向
が
み
ら
れ
る
。
町
ご
と
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
宗
円
改
帳
を
家
族
構

成
、
下
人
数
な
ど
さ
ら
に
細
か
く
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

飯
田
町
全
体
で
も
七
町
と
同
様
に
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
安
永

末
年
の
時
点
で
は
、
飯
田
町
は
約
六
〇
〇
〇
人
の
人
口
を
よ
う
し
て
い

た
。
同
時
期
の
松
代
町

（
一
〇
万
石
）
の
人
ｌｌｌ
は
約
二
五
〇
０
人
、
松
本

町

（六
万
石
）
の
人
口
は
約
八
〇
〇
〇
人
で
あ

っ
た
。
わ
ず
か
三
万
石

の
城
下
町
で
あ

っ
た
飯
田
町
の
人
口
が
六
〇
〇
０
人
で
あ
っ
た
）」
と
は
、

飯
田
町
が
城
下
町
で
あ
り
な
が
ら
商
工
業
都
市
の
性
格
が
強
か

っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
済
の
発
展
と
と
も
に
増
加
し

て
き
た
飯
田
町
の
人
口
も
大
明
の
飢
饉
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（筆
者
　
一Ｔ
３９９
‐
２４３
　
飯
田
市
立
石
三

一
〇
）

レ
』
■
イ

澤

武

下
伊
那
の
門
人
九
〇
名
が
、
明
治
三
十
七
年
に
奉
納
し
た
算
額
が
あ
る
。

郡
外
に
あ
る
額
で
あ
る
が
下
伊
那
に
関
わ
り
が
深
い
。

（
二
）
勝
野
俊
平
の
算
術
書

阿
南
町
新
野
の
勝
野
俊
平
が
、
弘
化
三
年
十
五
歳
の
時
に
学
ん
だ
学

習
帳
で
あ
る
。

枷
獅

¨

ｍ
ｍ

帥
輌

Ш

帥

４００

ｍ

ｍ

ｍ
メJθ           要求θFメ ′0ズ″θ ズ″イ

図⑥ 宝暦 3年～天明 4年までの18町の人口
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